
人が きかい、にぎわいあふれるまち

４

まちづくりの目標２

政策１ ビジネス環境の変化に対応した 産性の い活 あるまちづくり

高齢化や後継者不足による担い手の減少

・高齢化や後継者不足により農林水産業従事者数が減少しています。

・新規就業者や後継者の育成を図っていますが、生産物の価格低迷や資材の高騰などにより、
経営は不安定な状況です。

生産環境の変化

・農業では、自然災害の頻発や平均気温の上昇、また、新たな病害虫の発生、鳥獣による農
作物等への被害など、生産環境が変化しています。

・林業では、山村地域の過疎化による森林機能の低下や長期的な木材価格の低迷による収益
の悪化で、森林管理の担い手が減少し、森林のもつ多様な機能が低下しています。

・水産業では、鳥取を代表する松葉ガニなどのブランド化が成果として表れていますが、水
揚げ量の減少が続いており、過酷な浪々条件の改善といった対応が求められています。

生産基盤の機能維持

・農道や水路等の生産基盤の老朽化や耕作放棄地の増加などにより、生産基盤の機能が低下
しています。

消費者ニーズの多様化や他産地との競争激化

・ライフスタイルの変化や少子高齢化などにより、消費者ニーズが多様化し、国内市場の縮
小により、他産地との競争が激化しています。

Ⅰ 農林水産業を支える次世代の担い手の確保・育成

新規就業者の確保・育成 ◆新規就業への支援 ◆集落営農組織の設立支援

◆経営相談体制の充実

意欲ある担い手への支援 ◆経営安定化への支援 ◆支施設整備等への支援

◆新技術等導入への援

多様な人材の活躍促進 ◆他業種等からの参入促進 ◆研修制度の充実

Ⅱ 生産基盤の整備と多面的機能の確保

生産性の向上促進 ◆生産施設等の整備支援 ◆農地等の集約化の促進

◆農林水産業のスマート化の推進

自然災害等への対応 ◆鳥獣被害の防止 ◆災害からの復旧

生産環境の保全 ◆農地集積化の促進 ◆生産施設等の長寿命化

Ⅲ 産地化・ブランド化による収益率の向上

地域資源の魅力向上 ◆ブランド農林水産物の品質確保

◆6次産業化などの付加価値の向上

販売と流通の促進 ◆サプライチェーンの強化 ◆県外の新たな販路開拓
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◆ 安心・安全かつ、良質な農林水産物の安定供給に努めましょう。
◆ 付加価値向上に取り組み、他産地との差別化を図りましょう。

みんなで
とりくむ

◆ 地元農林水産物の消費に努めましょう。
◆

R
市内木材搬出量

市内農業産出額
H30年
129億円

R元年度
38,955 

主な指標

R6年
150億円

新規就業者及び後継者等への支援など、次世代の担い手の確保・育成に取り組
みます。

農林水産業のスマート化や農地の集積化など、生産基盤を強化する取組を支援
します。

農林水産物のブランド化、産地化などの高付加価値化を進め、持続的に成長す
る収益力の高い農林水産業の実現を目指します。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

R7年度
52,000 

市民

事業者

SDGｓの目標との関連

現 状 と 課 題

目
標
指
標

農林水産業の新規就業者数
R元年度
16人

R7年度までの累計
109人

基
本
的
方
向

農林水産業の成長産業化

基本施策のレイアウトイメージ

主な取組

市民や事業者等が担う役割

別紙１
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R6 市民アンケート 15歳以上の市民 4000人

R6 市政広報モニターアンケート 市政広報モニター 100人

R6 高校生アンケート 市内高校生 800人

R6 大学生アンケート 市内大学生
鳥大・環大
300人

R6 転出者アンケート 転出手続を行った方 市民課窓口で実施中

R6 転入者アンケート 移住者 地域振興課で実施

R6 ワークショップ 市民

全４回

※第1回目は7/21
（日）予定
各回30人程度

R6
R7

地方創生ストリートミーティン
グ

学生/子育て世代/外国人等
全５回（予定）
7～10月頃

R6 地域振興会議 各地域居住者（新市域）
全8回
（各地域1回）

R6 地域意見交換会 各地域居住者（旧市域） 全7回程度

R6
R7

・意見交換による定性的意見
・素案に対する意見

市政懇話会 市政懇話会委員 1回

R7 ・素案に対する意見 商工会議所との意見交換会 商工会議所 1回

R6
R7

俯瞰視点による
定性的な意見聴取

審議 ・意見交換による定性的意見 総合企画委員会 総合企画委員会委員
R6：５回
R7：６回

R7 意見公募 その他 - パブリックコメント 市民 1回

R7 広報周知 広報周知 - 広報番組 市民 検討中

市民等参加事業について

年度 目的 手法 性質 取組 対象者/分野 人数/回数/時期等

幅広く定量的な
基礎資料の収集

アンケート

・市政全般
・選択式設問による定量的意見
・あなたの考える「まちのミライ」
について自由記述

・進学/就職について
・将来的な定住について
・選択式設問による定量的意見

・転出/転入理由
・鳥取市の魅力
・選択式設問による定量的意見

個別テーマの
定性的な
意見聴取

意見交換

・開催回ごとに個別テーマ設定
・テーマに応じて担当部局若手職員
が同席する
・意見交換による定性的意見

地域/団体の
意見聴取

・意見交換による定性的意見
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策定組織概念図

鳥取市総合企画委員会
（委員 ２０名）

SQプロジェクトチーム

○ リーディングプロジェクト

計画案の審議

情報提供

・連携等意見・提案

答 申

諮 問
市 長

市 議 会
令和８年2月定例会

議案審議・議決

庁内組織

賑わいのある「すごい！鳥取市」

創生本部会議

本部長：市長 副本部長：副市長

構成員：水道・病院事業管理者、

教育長、各部局長・

経営統括監・支所長等

素案等の検討

意見・

情報交

換等

第１２次鳥取市総合計画及び

第３期鳥取市創生総合戦略

策定庁内プロジェクトチーム

各部主管課長等

提案

委員会・審議会等

市政懇話会

地域振興会議

さまざまな市民の声

市民意見募集、意識調査、

啓発事業等

市民アンケート等各種意識調査

市政広報モニター

市民政策コメント

提案

情報提供等

たたき台の検討

（意見取りまとめ）

鳥取市総合計画市民

ワークショップ 等

総合計画広報番組

各種団体との意見交換等

地方創生ストリートミーティング

人口減少対策本部会議

本部長：市長 副本部長：副市長

構成員：教育長、各部局長・経営

統括監

若手職員によるプロジェクトチーム

○若手職員有志により組織
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